
衞え

い

生せ

い

管か

ん

理り 

橫よ

こ

を
向
く

穩お

だ

や
か
な
日 
同ど

う

窓そ

う

會か

い

に
出
る

僞い
つ
わ

り
の
知
ら
せ 
鹽し

お

と
砂
糖

□
の
中
に
戰
前
、
戰
中
に
書
い
て
い
た
字
を
思
い
出
し
て
書
い
て

く
だ
さ
い
。
書
け
る
字
だ
け
書
い
て
く
だ
さ
い
。

男
　
終
戰
時
の
年
齡
　
滿
　
　
　
　
　
　
歳

女
　
　
　
　
　
　
　
　
數
え（
　
）



天
の
惠め

ぐ

み 

輕か

る

い
足
取
り

虛う

つ

ろ
な
目 

攻こ

う

擊げ

き

を
開
始
す
る 

水
を
飮の

む  

關か

ん

東と

う

地ち

方ほ

う

賞し
ょ
う

狀じ
ょ
う

を
も
ら
う 

眞ま

面じ

目め

な
性
格

靑あ

お

い
リ
ン
ゴ 

藏く

ら

が
建
つ

約
束
に
遲お

く

れ
る 
祕ひ

密み

つ

の
話

北き

た

風か

ぜ

が
吹
く 
春
が
來き

た



衛（
　
）　
横（
　
）　
穏（
　
）　
会（
　
）

偽（
　
）　
塩（
　
）　
恵（
　
）　
軽（
　
）

虚（
　
）　
撃（
　
）　
飲（
　
）　
関（
　
）

状（
　
）　
真（
　
）　
青（
　
）　
蔵（
　
）

遅（
　
）　
秘（
　
）　
北（
　
）　
来（
　
）

男
　
終
戦
時
の
年
齢
　
満
　（
　
　
）歳

女
　
　
　
　
　
　
　
　
数
え

戦
前
、戦
中
に
書
い
て
い
た
字

を
調
べ
て
い
ま
す
。（　

）の
中

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。



衛（
　
）　
横（
　
）　
穏（
　
）　
会（
　
）

偽（
　
）　
塩（
　
）　
恵（
　
）　
軽（
　
）

虚（
　
）　
撃（
　
）　
飲（
　
）　
関（
　
）

状（
　
）　
真（
　
）　
青（
　
）　
蔵（
　
）

遅（
　
）　
秘（
　
）　
北（
　
）　
来（
　
）

男
　
終
戦
時
の
年
齢
　
満
　（
　
　
）歳

女
　
　
　
　
　
　
　
　
数
え

戦
前
、戦
中
に
書
い
て
い
た
字

を
調
べ
て
い
ま
す
。（　

）の
中

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　（
衞
）　
　（
橫
）　
　（
穩
）　
　（
會
）

　（
僞
）　
　（
鹽
）　
　（
惠
）　
　（
輕
）

　（
虛
）　
　（
擊
）　
　（
飮
）　
　（
關
）

　（
狀
）　
　（
眞
）　
　（
靑
）　
　（
藏
）

　（
遲
）　
　（
祕
）　
　（
北
）　
　（
來
）

※
一
番
上
が
新
字
体
、
そ
の
下
の
（　

）
内
が
旧
字
体
、
そ
の
下
が
文
部
省
活
字
で
す
。


